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【Scenes of Solution】

「社会的価値・資本創出型」M&Aアワードを創設
ーー 社会的に優れたM&Aディール（ソーシャルM&A）を表彰

【未来人図鑑】

興研株式会社
代表取締役社長　村川 勉 氏

「世の中にない」が研究開発の出発点
“技術立社”として日本の競争力強化に貢献

【旅のブックマーク】

名優マーロン・ブランドが愛した島
旅する作家 山口 由美

成長資金市場の
創造・発展に向けて
「̶特定投資業務」と「成長協創ファシリティ」の取組み

【ネクスト・ジャパン最前線】

官民連携と地域連携で実現する地方創生
～様々な連携と改革で持続可能な経済循環を構築～

方創生が喫緊の課題となる中、新しい地方創生
のあり方や問題解決への取組み方を提起しようと、
2015年9月24日、日本経済新聞社主催、日本政策

投資銀行（DBJ）共催による「日経・地方創生フォーラム」が
東京・日経ホールで開催され、約600人が参加した。
　冒頭の挨拶で石破茂・地方創生担当大臣は、「危機的な
人口減少の中で、日本を変えられるか否かは今後5年位に
かかっている。この国には多くの可能性が残っており、
産官学金労言の総力をもってそれらを引き出し、“希望のある国”
にしていきたい」と熱く語りかけた。
　続く基調講演では、増田寛也・野村総合研究所顧問が
「地方創生と日本再生」を、また柳正憲・DBJ社長と中西
勝則・静岡銀行頭取が「地方創生に果たす金融の役割」を
テーマに発言した。
　増田氏は「地方創生で目指すのは、地方に若者が定住し
て子ども2人を産み育てられる経済圏を各地域につくること。
そのためには若者が大学や就職で東京を目指す価値観を
変えることが必要」と提起。「若者に多様な選択肢を提供
し、若者を（地域）外に出さない・外から戻す・地元出身者で
ない若者を（地域）内に引きつけるためのアイデアを出すこと
が地方版総合戦略の中核になる」と指摘した。
　柳社長は「資金供給と情報提供の2つの機能が地方
創生における金融の役割」とした上で、資金面では「プロ
ジェクトのリスクは多様。シニアローンに加え、多様な金融機
関が連携し、エクイティやメザニンなどと組み合わせて提供
することも大事」、情報面では「業務を通じて培った広範な
ネットワークを活かし、ビジネスマッチングやM&Aなどで多
様な主体をつなぐことが大事」と語った。また「地方創生に
おける金融の主役は地方銀行であり、DBJは地方銀行の機
能を補完する形で協働したい」として、全国各地域における
地方銀行とDBJとの連携事例を紹介した。

地

《日経・地方創生フォーラム》開催

　中西頭取は「静岡県は産業動向及び人口動態の変化
の影響を強く受けている。このような地域の課題を共有し、
ともにその解決にあたることが地域金融機関としての社会
的使命である」との認識を示したうえで、地方創生に対する
静岡銀行の取組みを紹介。最後に「静岡県は“課題先進県”
であるからこそ、ここでの取組みが地方創生の行く末を占う
試金石となる。静岡銀行としては、静岡県の地方創生が
全国区のモデル事業となるよう、あらゆる角度から総力を
挙げてサポートしていく」と結んだ。
　この後、フォーラムでは4つのセッション、クロージング講演
が行われ、盛況のうちに終了した。

10:00　ご挨拶
 地方創生担当大臣　石破 茂氏
10:10～11:10　基調講演
 「地方創生と日本再生」
 野村総合研究所　顧問　増田 寛也氏
 「地方創生に果たす金融の役割」　
 日本政策投資銀行　代表取締役社長　柳 正憲
 静岡銀行　取締役頭取　中西 勝則氏
11:10～12:40　セッション
 《基調講演》「観光から考える地方創生」
 《パネルディスカッション》「観光産業、官民連携によって実現する地方創生」
13:40～15:00　セッション
 「地方創生に果たす金融の役割」
 鹿児島銀行　代表取締役専務　郡山 明久氏
 常陽銀行　地域協創部　部長　池田 重人氏
 八十二銀行　法人部　公務担当部長　平林 岳久氏
 山口銀行　常務取締役　吉村 猛氏
 日本政策投資銀行　常務執行役員　地下 誠二
15:10～16:40　セッション
 《基調講演》「健康づくりによる地方創生」
 《パネルディスカッション》「無関心層対策による健康長寿社会の形成と
  市場創生～スマートウエルネスコミュニティ協議会のチャレンジ～」
16:50～17:35　セッション
 「人材育成、有効活用で実現する地方創生」
17:35～18:20　クロージング講演
 「産官学の連携による地方創生　地方と都市を結ぶ大学の役割」

プログラム

地方創生担当大臣
石破 茂氏

静岡銀行
取締役頭取　中西 勝則氏

野村総合研究所
顧問　増田 寛也氏

日本政策投資銀行
代表取締役社長　柳 正憲
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　日本政策投資銀行（DBJ）では、日本経済の課題解決へ向けて、民間金融機関等と協働しながら

エクイティやメザニンなどの成長資金（リスクマネー）供給の取組みを積極的に進めている。これにより

DBJは、わが国の成長資金供給の担い手を育成し、成長資金市場の創造・発展を加速させたいと考え

ている。そこで本号では、DBJの2015年度設備投資計画調査結果から読み取ることができる企業の

成長・競争力強化への取組みに関する三菱総合研究所・武田洋子氏とDBJ産業調査部長・川住昌光

による対談を紹介したあと、本年5月のDBJ法改正により創設された「特定投資業務」及びDBJの自主的

な取組みである「成長協創ファシリティ」を通じて、DBJが取り組んでいるリスクマネー供給の事例を

紹介する。

成長資金市場の創造・発展に向けて
「̶特定投資業務」と「成長協創ファシリティ」の取組み
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（株）日本政策投資銀行
（株）三菱総合研究所
静岡ガス（株）
（株）地域経済活性化支援機構
綜合警備保障（株）
興研（株）
（株）ワークス・ジャパン
小林昌史（maniera）
河内正和
池貝秀明（I.B.C）
飯島隆

P03 ネクスト・ジャパン最前線

成長資金市場の創造・発展に向けて
ーー「特定投資業務」と「成長協創ファシリティ」の取組み

P16 Scenes of Solution

「社会的価値・資本創出型M&Aアワード」を創設
ーー社会的に優れたM&Aディール（ソーシャルM&A）を表彰

P20 未来人図鑑

興研株式会社　代表取締役社長
村川 勉氏
「世の中にない」が研究開発の出発点
“技術立社”として日本の競争力強化に貢献

P23 旅のブックマーク

名優マーロン・ブランドが愛した島  旅する作家 山口 由美
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川
住　

ま
ず
、今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、武
田
さ
ん

の
注
目
点
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

武
田　

D
B
J
の
調
査
は
企
業
の
投
資
動
機
や
ト
ピ
ッ
ク

的
な
行
動
な
ど
に
つ
い
て
と
て
も
詳
し
い
の
で
、今
回
も

ま
ず
企
業
の
投
資
動
機
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
を
見
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、製
造
業
の
投
資
動
機
と
し
て「
能
力

増
強
」の
ウ
エ
イ
ト
が
調
査
開
始
以
来
、一
番
低
い
22
％

と
な
る
一
方
で
、増
え
た
の
が「
新
製
品
・
製
品
高
度
化
」

「
研
究
開
発
」で
す（
図
表
②
）。こ
の
結
果
か
ら
、企
業
業

績
が
改
善
す
る
中
で
、各
企
業
が
将
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
新
規
の
市
場
開
拓
に
向
け
て
前
向
き
な
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、今
回
の
数
字
を
か
つ
て
円
安
局
面
だ
っ
た

2
0
0
7
年
と
比
較
し
て
み
た
の
で
す
が
、製
造
業
の

投
資
動
機
の
中
で
も「
能
力
増
強
」が
42
％
と
、今
回
と

比
べ
る
と
相
当
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。一
方

で
、「
新
製
品・製
品
高
度
化
」「
研
究
開
発
」は
そ
れ
ぞ
れ

12
％
、６
％
と
今
回
よ
り
も
低
か
っ
た
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、当
時
は
円
安
で
輸
出
産
業
に
お
い
て
コ
ス
ト

競
争
力
が
あ
っ
た
た
め
、製
品
を
増
産
す
る
た
め
の

能
力
増
強
に
重
き
を
置
い
て
い
た
の
に
対
し
て
、今
回
は

円
安
の
割
に
は
輸
出
が
伸
び
な
い
中
で
、こ
の
先
ど
う
し

た
ら
モ
ノ
が
売
れ
る
の
か
を
模
索
す
る
意
味
で
研
究
開
発

や
新
製
品
開
発
を
考
え
る
企
業
が
増
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、少
し
残
念
な
兆
候
な
の
で
す
が
、前
向
き
な
回
答

が
増
え
て
い
る
一
方
、設
備
投
資
の
先
行
指
標
で
あ
る

機
械
受
注
は
、足
元
で
足
踏
み
し
て
い
ま
す
。最
近
の
中
国

経
済
の
減
速
、新
興
国
全
体
の
低
迷
な
ど
が
、日
本
企
業
の

慎
重
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

従
っ
て
、計
画
は
立
て
た
も
の
の
、こ
れ
が
本
当
に
実
行
さ

れ
る
の
か
、あ
る
い
は
見
送
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か

が
今
、非
常
に
注
目
さ
れ
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

川
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難
し
い
局
面
と
い
え
ま
す
が
、企
業
は
ど
う
対
処

す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

武
田　

こ
こ
は
短
期
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

中
長
期
を
見
据
え
、先
手
を
打
つ
意
味
で
投
資
を
行
う

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
3
つ
で
す
。１
つ
目
は

足
元
の
業
績
が
改
善
し
て
各
企
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

が
潤
沢
で
あ
る
こ
と
で
す
。
今
は
デ
フ
レ
で
は
な
い

状
況
、な
い
し
は
デ
フ
レ
脱
却
ま
で
あ
と
一
歩
の
段
階
に

来
て
い
る
の
で
、資
産
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
保
有
し
て
い
る

と
、そ
の
価
値
が
目
減
り
し
て
い
く
時
代
で
す
。何
か

に
投
資
を
し
て
リ
タ
ー
ン
を
得
て
い
く
こ
と
が
合
理
的

な
の
で
す
。

　

２
つ
目
は
、バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、日
本
企
業
は
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
調
整
に
努
め
、現
在
は
健
全
な
体
質
と
な
っ
て

い
ま
す
。そ
う
し
た
財
務
体
質
の
強
さ
、キ
ャッ
シ
ュフ
ロ
ー

水
準
の
高
さ
な
ど
を
考
え
る
と
、先
行
投
資
を
確
実
に

行
っ
て
い
く
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
と
し
て
、世
界
で「
第
３
の
産
業
革
命
」「
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
4.
0
」な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、新
た

な
革
命
期
に
来
て
い
る
印
象
が
あ
る
か
ら
で
す
。

I
o
T
や
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
等
、進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
融
合
で
非
常
に
大
き
な
変
化

が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、こ
の
革
命
的
な
流
れ
に

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
、短
期
的
に
は
守
り
の
姿
勢

が
合
理
的
に
見
え
て
も
、長
い
目
で
見
る
と
競
争
力
を

失
い
か
ね
な
い
。こ
う
し
た
理
由
か
ら
、ぜ
ひ
未
来
を

見
据
え
た
投
資
を
行
う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
住　

企
業
業
績
が
好
調
な
中
で
、今
回
の
調
査
で
は

　

日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）で
は
1
9
5
6
年

以
来
、60
年
近
く
に
わ
た
っ
て
、設
備
投
資
計
画
調
査

を
行
い
、わ
が
国
産
業
の
動
向
把
握
に
努
め
て
き
た
。

2
0
1
5
年
度
の
調
査
結
果
で
は
、大
企
業（
資
本
金

10
億
円
以
上
）の
2
0
1
5
年
度
国
内
設
備
投
資
計
画

は
、製
造
業（
24
・
2
%
増
）、非
製
造
業（
8
・
7
%
増
）

と
も
に
増
加
し
、全
産
業
で
は
13
・
9
%
増
と
4
年
連
続

の
増
加
と
な
っ
た（
図
表
①
）。同
時
に
実
施
し
た
特
別

調
査
な
ど
の
結
果
を
見
る
と
、企
業
に
前
向
き
な
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
内
容
が
あ
っ
た
一
方
で
、

企
業
経
営
の
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。こ
こ
で
は

2
0
1
5
年
度
設
備
投
資
計
画
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
、気
鋭
の
マ
ク
ロ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で

あ
る
三
菱
総
合
研
究
所
の
武
田
洋
子
氏
と
調
査
の

取
り
ま
と
め
を
担
当
し
た
D
B
J
産
業
調
査
部
長
の

川
住
昌
光
と
の
対
談
を
紹
介
す
る
。

製
造
業
が
牽
引
し
、

4
年
連
続
の
増
加
へ

好
調
な
業
績
に
支
え
ら
れ
、

国
内
で
成
長
分
野
へ
の
投
資
が
広
が
る

未
来
を
見
据
え
た

先
行
投
資
の
実
行
を

製
造
業
3
業
種
に
顕
著
な

先
を
見
据
え
た
投
資
傾
向

株式会社　三菱総合研究所
政策・経済研究センター副センター長
主席研究員　チーフエコノミスト

武田 洋子氏

株式会社　日本政策投資銀行
産業調査部　部長

川住 昌光

「2015年度設備投資計画」
調査結果を読む

対
談

■図表② 投資動機ウエイトの推移（製造業）

■図表① 
2014、15年度の国内設備投資動向

1990

2000

07

能力増強

（注）全体設備投資額に対する各投資動機の金額ウエイト

【計画】

（年度）
（％）

新製品・
製品高度化

研究
開発

合理化・
省力化 維持・補修 その他

12

13

14

15 22.2 16.4 9.6 12.9 24.4 14.6

22.8 16.2 8.2 12.4 25.9 14.6

23.1 16.4 8.8 11.5 25.6 14.6

24.9 16.8 9.0 12.1 24.7 12.4

42.8 12.3 6.2 10.0 16.6 12.1

31.8 16.7 8.3 14.7 14.8 13.7

32.0 16.2 10.5 17.1 9.4 14.8

2014年度
＜実績＞

2015年度
＜計画＞

13-14共通
2,089社

14-15共通
2,203社

6.3

3.7

7.5

13.9

24.2

8.7

製
造
業

非
製
造
業

（前年比増減率　％）

全
産
業
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
か
ら
設
備
投
資
に
回
す
比
率
が
リ
ー

マ
ン
シ
ョッ
ク
以
降
、初
め
て
反
転
し
て
い
ま
す
。全
産
業

ベ
ー
ス
で
64
％
か
ら
68
％
に
な
り
、非
製
造
業
で
も
75
％

か
ら
83
％
と
、か
な
り
反
転
攻
勢
の
よ
う
な
状
況
が
出

て
い
る
わ
け
で
す（
図
表
③
）。

　
一方
で
、や
や
懸
念
さ
れ
る
の
は
製
造
業
の
数
字
で
す
。こ

れ
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
ず
っ
と
下
が
り
続
け
て

2
0
1
3
年
度
は
48
％
だ
っ
た
の
が
、2
0
1
4
年
度

は
52
％
へ
と
４
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
が
っ
た
の
は
い
い
傾
向

だ
と
思
う
の
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュフ
ロ
ー
全
体

の
う
ち
半
分
に
も
満
た
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

武
田　

こ
の
辺
り
が
、ま
だ
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
が
完
全
に

払
拭
さ
れ
切
れ
て
い
な
い
表
れ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
比
率
も
も
う
少
し
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
合
理
的

だ
と
思
い
ま
す
。

川
住　

製
造
業
の
経
営
ト
ッ
プ
の
方
に
伺
い
ま
す
と
、今

回
の
設
備
投
資
計
画
に
つ
い
て
は
、か
な
り
実
施
の
確
信

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。設
備

投
資
の
増
減
率
で
見
る
と
、主
要
3
業
種
で
は
電
気
機

械
61
％
、自
動
車
25
％
、一
般
機
械
22
％
と
、電
気
機
械
の

伸
び
率
が
非
常
に
高
い
点
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
思
う

の
で
す
が
、や
は
り
過
去
の
事
業
構
造
改
革
を
通
じ
た

選
択
と
集
中
の
結
果
、必
要
な
投
資
が
か
な
り
絞
り
込

ま
れ
て
来
た
な
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

点
か
ら
見
て
も
、か
な
り
質
的
に
高
い
、先
を
見
据
え
た

投
資
の
傾
向
が
、と
り
わ
け
製
造
業
を
引
っ
張
る
３
業

種
に
つ
い
て
は
顕
著
に
見
て
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。

川
住　

中
長
期
的
な
視
点
で
設
備
投
資
を
考
え
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
o
T
の
活
用
で
す
。

今
回
、「
活
用
し
て
い
る
」と
の
回
答
は
1
割
に
満
た
ず
、

「
活
用
を
検
討
し
て
い
る
」を
合
わ
せ
て
も
、製
造
業
、

非
製
造
業
と
も
2
割
に
と
ど
ま
り
ま
し
た（
図
表
④
）。

武
田　

す
ご
く
低
い
で
す
ね（
笑
）。「
活
用
の
予
定
な
し
」

が
８
割
近
く
で
、想
像
以
上
に
慎
重
で
す
ね
。
私
は

や
は
り
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
o
T
の
活
用
や
検
討
は
進
め

て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
、必
要
な
視
点
が

3
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
、I
o
T
は
製
造
業
の
現
場
で
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
販
売
の
現
場
で
使
う
も
の
と
い
っ
た
形

で
特
定
分
野
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、も
う
少
し

裾
野
の
広
い
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
が
国
際
競
争
力
の

観
点
で
重
要
で
す
。

　

今
、日
本
の
も
の
づ
く
り
そ
れ
自
体
の
利
益
率
は

相
当
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ（
注
）で

見
る
と
、川
中
よ
り
も
川
上
や
川
下
部
分
の
方
が
利

益
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。例
え
ば

川
下
の「
保
守
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
」な
ど
の
部
分
を
強

み
に
出
来
れ
ば
、製
造
業
全
体
の
R
O
E
向
上
に
寄
与

す
る
は
ず
な
の
で
、ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ
の
コ
ア
部
分
だ
け
で

は
な
く
川
上
か
ら
川
下
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
全
体

を
包
括
す
る
た
め
に
I
o
T
の
活
用
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
に
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
o
T
に
取
り
組
む
に
は

幅
広
い
組
織
の
改
革
と
結
び
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。M
I
T
教
授
の
エ
リ
ッ
ク・ブ
リ
ニョ
ル
フ
ソ
ン

と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・マ
カ
フ
ィ
ー
の
共
著『
ザ
・セ
カ
ン
ド
・

マ
シ
ン・エ
イ
ジ
』に
よ
る
と
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

い
る
企
業
は
、企
業
の
意
思
決
定
構
造
や
報
酬
制
度
、

社
内
の
情
報
フ
ロ
ー
な
ど
経
営
や
組
織
の
重
要
な
部
分

も
併
せ
て
見
直
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
つ
ま
り
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
す
れ
ば
す
ぐ
に
競
争

力
が
高
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、組
織
の
様
々
な
面
を

見
直
し
た
上
で
結
果
が
出
る
。そ
の
た
め
成
果
が
出
る

に
は
５
〜
６
年
は
か
か
る
と
い
う
の
が
、彼
ら
の
主
張

で
す
。そ
れ
に
従
う
と
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
o
T
の
活

用
が
、企
業
や
経
営
の
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
や
再
設
計
と

い
う
と
こ
ろ
と
ま
だ
結
び
付
い
て
い
な
い
と
い
う
の
も
、

こ
の「
活
用
の
予
定
な
し
」と
い
う
結
果
の
１
つ
の
理
由

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、も
の
づ
く
り
の
環
境
が
急
速
に
変
わ
る
中

で
、引
続
き
労
働
市
場
の
改
革
が
日
本
経
済
の
課
題
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。日
本
企
業
が
I
o
T
な
ど
を
本
格

的
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
し
て
も
、そ
れ
だ
け
の
専
門

人
材
を
確
保
出
来
る
労
働
市
場
、雇
用
制
度
な
の
か
。

あ
る
い
は
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
専
門
性
を
身
に
付

け
ら
れ
る
教
育
制
度
が
出
来
て
い
る
の
か
。そ
う
い
っ
た

視
点
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

川
住　

次
に
、「
中
期
的
な
成
長
市
場
開
拓
の
取
り

組
み
状
況
」に
つ
い
て
見
る
と
、「
取
り
組
ん
で
い
る
」が

製
造
業
で
45
％
、非
製
造
業
が
33
％
と
、い
ず
れ
も
半
数

を
下
回
っ
て
い
ま
す（
図
表
⑤
）。取
り
組
ま
な
い
理
由

は「
本
業
で
収
益
確
保
が
見
込
ま
れ
る
た
め
」と
い
う

回
答
が
一
番
多
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う

解
釈
さ
れ
ま
す
か
。

武
田　

こ
れ
も
意
外
な
結
果
で
す
ね
。特
に
、取
り
組

ま
な
い
理
由
が「
人
材
不
足
」や「
国
内
で
成
長
市
場
が

見
当
た
ら
な
い
た
め
」で
は
な
く
、「
本
業
で
収
益
確
保

が
見
込
ま
れ
る
た
め
」と
い
う
の
は
、少
し
足
元
の
状
況

に
甘
ん
じ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。

　
一
方
で
、「
国
内
で
中
期
的
に
各
社
が
取
り
組
む
成
長

市
場
の
事
業
分
野
」を
見
る
と
、例
え
ば
製
造
業
で
は

「
次
世
代
自
動
車
」や「
医
療
・
健
康
」な
ど
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
分
野
は
他
業
種
の
方
々
も
今
後

の
成
長
市
場
と
捉
え
て
い
て
、自
社
の
本
業
と
の
関
連

性
が
高
く
な
く
て
も
他
分
野
へ
新
規
参
入
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。そ
う
す
る
と
、現
在
は
本
業

で
利
益
を
十
分
得
て
い
る
企
業
で
も
、そ
の
地
位
に

安
住
し
て
何
も
し
な
け
れ
ば
他
の
産
業
か
ら
新
規
に

乗
り
込
ま
れ
て
、近
い
将
来
そ
の
座
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い

か
ね
ま
せ
ん
。こ
の
結
果
を
見
て
危
機
意
識
を
持
っ
て
頂

け
る
と
、非
常
に
意
味
あ
る
調
査
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

川
住　

な
る
ほ
ど
。た
だ
、企
業
が
本
業
に
依
存
す
る
の

は
、具
体
的
な
成
長
戦
略
を
描
き
切
れ
て
い
な
い
か
ら

と
い
う
見
方
も
出
来
る
わ
け
で
す
が
、そ
う
し
た
企
業

に
対
し
て
は
今
後
ど
う
い
う
政
策
的
な
対
応
や
金
融
的

な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

武
田　

成
長
の
源
泉
は
民
間
の
力
で
す
か
ら
、そ
れ
を

最
大
限
活
か
せ
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
に
は
短
期
・
中
長
期
の
両
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

短
期
の
部
分
で
は
、円
高
、高
い
法
人
税
率
な
ど
の
い
わ

ゆ
る「
６
重
苦
」の
解
消
、あ
る
い
は
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

を
目
指
し
て
今
、政
府
や
日
本
銀
行
が
動
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。そ
の
結
果
が
す
べ
て
出
て
い
る
わ
け
で
は

中
長
期
的
に
不
可
欠
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、I
o
T
の
活
用

成
長
市
場
開
拓
に
向
け

短
期・中
長
期
の
環
境
整
備
を

■図表③ 設備投資/キャッシュフロー比率の推移

■図表④ ビッグデータやIoTの活用状況■図表⑤ 中期的な成長市場開拓の取り組み
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あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
の
取
組
み
を
今
後
も
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
、日
本
の
潜
在
成
長
率
を
短
期
の
経
済
政
策

に
よ
り
高
め
る
の
は
無
理
な
の
で
、中
長
期
的
な
政
策

も
併
せ
て
打
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
重
要

な
の
は
、月
並
み
で
す
が
人
的
資
本
の
強
化
だ
と
思
い

ま
す
。こ
れ
は
量
的・質
的
な
面
で
い
え
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
も
人
手
不
足
感
が
強
い
と
い
う
顕
著

な
結
果
が
出
て
い
ま
し
た
が
、い
よ
い
よ
そ
う
い
う
供
給

制
約
が
日
本
の
企
業
活
動
を
制
約
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、人
手
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
回
答

で
は
、「
女
性
や
高
齢
者
の
雇
用
を
拡
大
」「
賃
金
等
の

待
遇
改
善
」な
ど
を
あ
げ
る
企
業
が
多
い
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、企
業
に
は
人
手
ニ
ー
ズ
が
あ

る
わ
け
な
の
で
、そ
れ
を
供
給
サ
イ
ド
で
抑
制
す
る

よ
う
な
制
度
面
に
つ
い
て
は
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
例
え
ば
、よ
く
い
わ
れ
る
主
婦
の
パ
ー
ト
の

年
収「
1
0
3
万
の
壁
」「
1
3
0
万
の
壁
」は
、先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
民
間
の
力
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
意
味
で

は
制
約
に
な
っ
て
い
る
の
で
、政
府
が
中
立
的
な
制
度

に
戻
す
こ
と
が
量
の
面
か
ら
非
常
に
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

加
え
て
中
長
期
的
に
よ
り
重
要
な
の
が
生
産
性
の
上

昇
に
資
す
る
質
の
部
分
で
す
。先
ほ
ど
も
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
た
く
て
も
人
材
が
課
題
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、や
は
り
教
育
が
カ
ギ
だ
と
思
い

ま
す
。日
本
で
は
１
度
社
会
人
に
な
る
と
２
度
と
学
校

に
行
か
な
い
方
が
非
常
に
多
い
の
で
す
が
、今
後
は
時

代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
学
び
直
す
こ
と
が
必
要

で
、そ
の
た
め
に
は
労
働
市
場
の
流
動
性
の
部
分
も
併

せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

川
住　

量
的
な
労
働
力
と
い
う
面
で
は
、人
口
減
少
が

進
む
中
で
、人
を
採
り
た
く
て
も
人
が
い
な
い
と
い
う

状
況
が
今
後
も
続
い
て
、さ
ら
な
る
労
働
力
不
足
と
い

う
事
態
が
出
現
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
対
し

て
省
力
化
投
資
を
増
額
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
見

ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、こ
の
動
き
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。つ
ま
り
、人
手
不
足
は
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ
る
わ

け
で
、人
手
不
足
が
制
約
条
件
に
な
っ
て
生
産
が
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、生
産
性
を
高
め
る
よ
う
な

新
し
い
投
資
や
新
事
業
へ
の
展
開
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で

事
態
を
打
開
す
る
こ
と
も
出
来
る
と
い
え
る
わ
け

で
す
。

武
田　

ま
っ
た
く
同
感
で
す
ね
。歴
史
的
に
も
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
き
は
常
に
何
か
課
題
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
皆
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

解
決
し
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
。
幸
い
に
し
て
技
術

革
新
も
進
ん
で
い
る
の
で
、そ
れ
を
活
用
出
来
る
よ
う
に

組
織
や
経
営
を
変
え
る
、あ
る
い
は
教
育
の
在
り
方
を

制
度
面
も
含
め
て
見
直
し
た
り
す
る
こ
と
で
、人
手
不

足
の
ピ
ン
チ
も
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、将
来
は
人
工
知
能（
A
I
）の
活
用
の
広
が
り

に
よ
り
生
産
関
数
の
Ｌ（
労
働
力
）の
部
分
が
潜
在
成

長
率
の
制
約
で
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
の
国
が
低
成
長
と
は
限
ら
ず
、人
口
減
少

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
先
手
を
打
っ
て
取
り
組
ん
だ
国

が
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
こ
と
は
、私
は
十

分
に
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
う
し
た「
あ
り
得

る
未
来
」を
実
現
す
る
技
術
の
進
歩
が
、今
後
、展
望
出

来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
住　

最
後
に
国
内
と
海
外
の
投
資
動
向
に
つ
い
て
見

る
と
、こ
こ
３
年
位
、米
ド
ル
ベ
ー
ス
で
見
た
海
外
設
備

投
資
の
伸
び
率
に
一
服
感
が
出
て
い
る
中
で
、今
年
度
の

計
画
で
は
国
内
投
資
の
伸
び
率
が
海
外
を
上
回
る
と
い

う
こ
と
で
、海
外
投
資
一
辺
倒
と
い
う
動
き
に
は
一
服
感

が
出
て
き
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
表
⑥
）。一
方
で
、

国
内
は
成
長
分
野
に
集
中
的
に
、重
点
的
に
投
資
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、海
外
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
市
場
や
成
長
が

あ
る
以
上
、投
資
は
続
け
る
け
れ
ど
も
、国
内
に
つ
い
て

も
、世
界
で
通
用
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し

て
、そ
れ
を
輸
出
し
て
成
長
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
が

見
え
る
わ
け
で
す
。こ
う
し
た
投
資
姿
勢
に
つ
い
て
武
田

さ
ん
は
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

武
田　

そ
こ
は
明
る
い
部
分
だ
と
思
い
ま
す
し
、今
後
、

そ
れ
が
計
画
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
て
、ぜ
ひ
実
行

さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。海
外
か
国
内
か
と
い
う
議
論

は
常
に
あ
る
わ
け
で
、各
企
業
が
全
体
最
適
を
図
っ
て
い

く
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。た
だ
、ひ
と
頃
は
本
来
、

国
内
で
行
っ
て
も
い
い
も
の
ま
で
海
外
で
行
っ
て
い
た

部
分
も
あ
る
の
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は
真
の
全
体

最
適
を
目
指
し
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、実
行
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

川
住　

企
業
の
成
長
戦
略
と
し
て
の
前
向
き
な
投
資
の

動
き
に
対
し
て
、リ
ス
ク
マ
ネ
ー
や
情
報
を
提
供
し
て
い

く
動
き
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

D
B
J
で
は
今
年
5
月
、「
特
定
投
資
業
務
」と
い
う

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。こ
れ
は
企
業
が

中
期
的
に
成
長
戦
略
を
進
め
る
際
、単
独
で
は
必
要
な

成
長
資
金
が
調
達
出
来
な
い
場
合
に
、D
B
J
が
成
長

戦
略
を
評
価
し
て
一
緒
に
投
資
を
し
て
い
こ
う
、成
長

資
金
の
市
場
を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

武
田　

技
術
力
は
あ
っ
て
も
、そ
れ
を
生
か
す
経
営
力
、

あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
情
報
の
部
分

な
ど
で
弱
い
立
場
の
企
業
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、資
金
だ
け
で
な
く
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
材
、情

報
な
ど
の
部
分
で
も
D
B
J
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は

非
常
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

川
住　

D
B
J
と
し
て
も
、そ
う
し
た
ナ
レ
ッ
ジ
部
分
へ

の
支
援
を
含
め
て
、企
業
の
成
長
戦
略
や
未
来
を
見
据

え
た
投
資
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
日
は
有
益
な
お
話
を
頂
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
注
）ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ

　
電
子
機
器
産
業
な
ど
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
、

事
業
プ
ロ
セ
ス
を
価
値
連
鎖
と
見
た
と
き
、川
上
の
部
品

製
造
や
製
品
開
発
段
階
と
、川
下
の
流
通
・
サ
ー
ビ
ス・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
段
階
の
付
加
価
値
や
収
益
性
が
高
く
、川

中
の
組
立
・
製
造
段
階
が
低
く
な
る
。縦
軸
に
収
益
性

（
付
加
価
値
）を
、横
軸
に
事
業
プ
ロ
セ
ス（
価
値
連
鎖
）を

置
い
て
図
示
す
る
と
、両
端
が
高
く
、中
ほ
ど
が
低
い
U

字
型
の
線
が
描
け
る
。ス
マ
イ
ル
マ
ー
ク
の
口
の
線
と
似
て

い
る
こ
と
か
ら
ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
。

人
口
減
少
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

真
の
全
体
最
適
へ
向
け
て

計
画
の
実
行
を

■図表⑥ 設備投資の海外/国内比率の推移
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（注）実線：海外／国内比率＝連結海外設備投資額／単体国内設備投資額
　　点線：海外／国内比率＝連結海外設備投資額／連結国内設備投資額　　（2010年度より調査開始）
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本
件
株
式
の
取
得
資
金（
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
）の
調
達
だ
っ
た
。

戸
野
谷
氏
は
続
け
る
。

　
「
単
な
る
投
資
案
件
で
は
な
く
、将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
期
待
し
て
の
海
外
投
資
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
、あ
る
程
度
主
体
的
な
事
業
参
画
、つ
ま
り
相
応
の

出
資
シ
ェ
ア
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。当
然
、そ
の

た
め
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
も
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
が
、出
来

れ
ば
投
資
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、当
社
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
の
規
模
を
極
力
小
さ
く
出
来
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。結
果
的
に
は
D
B
J
に
は
優
先
株
式
出
資
に

よ
っ
て
、静
岡
銀
行
に
は
融
資
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
い
、う
ま
く
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
」。

　

D
B
J
の
優
先
株
式
出
資
が
、国
か
ら
の
一
部
出
資

を
受
け
て
創
設
さ
れ
た「
特
定
投
資
業
務
」の
第
1
号

案
件
と
し
て
実
行
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は「
特
定
投
資

業
務
の
話
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
出
て
来
る
中
で
、今
回
の

投
資
の
考
え
方
が
う
ま
く
マッ
チ
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、本
件
は
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、地
元
経
済
界
か
ら
も
か
な
り
の
反
応
が

の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、そ
れ
に
応
え
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
わ
け
で
す
。そ
ん

な
当
社
が
中
長
期
的
に
目
指
す
の
は
、多
様
な
付
加
価
値

で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、「
地
域
N
o.
1

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
」へ
と
成
長
す
る
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、省
エ
ネ
意
識
の
浸
透

と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
5
年
、10
年
先
の
経
営
を

考
え
る
と
、地
域
だ
け
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
成
長
を

続
け
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、地
域
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
モ
デ
ル
を

活
か
せ
ば
、今
後
、経
済
成
長
が
期
待
出
来
る
東
南

ア
ジ
ア
等
で
同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
出
来
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、今
回
の
I
P
P
事
業
の
話
が
持
ち

込
ま
れ
た
の
で
す
。聞
け
ば
、事
業
会
社
の
E
P
E
C

社
は
2
0
0
3
年
か
ら
自
社
で
所
有
す
る
天
然
ガ
ス

焚
き
火
力
発
電
所
を
運
営
し
、タ
イ
国
の
電
力
政
策
に

基
づ
く
長
期
売
買
契
約
に
よ
り
、タ
イ
電
力
公
社
へ
の

電
力
の
卸
販
売
を
安
定
的
に
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

加
え
て
、既
に
10
年
余
り
の
実
績
が
あ
る
E
P
E
C
社

に
人
材
を
派
遣
し
、海
外
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
事

業
推
進
ノ
ウ
ハ
ウ
を
直
接
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、現

地
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
事
業
へ
の
参
画
を
決
め
た
の
で
す
」。

　

事
業
参
画
に
あ
た
り
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
が
、

（
E
P
E
C
社
）の
発
行
済
株
式
の
28
%
に
つ
い
て
、

S
G
B
B
社
が
丸
紅（
株
）の
子
会
社
よ
り
取
得
す
る

も
の
で（
図
表
①
）、将
来
の
事
業
展
開
を
視
野
に
入
れ
た

静
岡
ガ
ス
初
の
海
外
投
資
案
件
で
あ
る
と
同
時
に
、

地
域
に
拠
点
を
置
く
ガ
ス
会
社
の
海
外
投
資
と
し
て
も

初
の
事
例
と
な
る
。

　

今
回
、静
岡
ガ
ス
が
初
の
海
外
I
P
P
事
業
へ
の

参
画
に
踏
み
切
っ
た
狙
い
は
何
か
。同
社
代
表
取
締
役

社
長
の
戸
野
谷
宏
氏
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
社
の
事
業
規
模
は〝
県
大
会
で
優
勝
す
る
〞程
度
。

大
手
の
ガ
ス
会
社
と
は
違
い
、事
業
の
基
本
は
地
域
密
着

で
す
。つ
ま
り
、当
社
の
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、お
客
さ
ま

　
「
特
定
投
資
業
務
」と
は
、本
年
5
月
に
公
布
・
施
行

さ
れ
た「
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」に
基
づ
き
措
置
さ
れ
た
、地
域
経
済

の
活
性
化
や
企
業
の
競
争
力
強
化
に
資
す
る
成
長
資
金

の
供
給
を
時
限
的・集
中
的
に
実
施
す
る
取
組
み
だ
。

　

そ
の
第
1
号
案
件
と
な
っ
た
本
件
は
、タ
イ
で
ガ
ス

火
力
I
P
P
事
業
を
営
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
で

あ
るE

astern P
ow
er and E

lectric C
o. L
td

中
長
期
目
標
実
現
に
向
け

初
の
海
外
投
資
を
実
行

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
で

企
業
の
投
資
負
担
を
軽
減

　DBJは、静岡ガス（株）（本社・静岡県静岡市）がタイIPP（電力

卸供給）事業に参画するために設立した（株）SG・Bang Boパワー

ホールディング（SGBB社）に対し、「特定投資業務」の第1号案件と

して優先株式出資を行った。静岡ガスは、自由化が進むエネルギー

事業において、再生可能エネルギーや自社電源を活用して地域PPS

（注1）事業に参入するなど地域電力事業にも注力し、電力も含めた

最適なエネルギーを地域の家庭や企業に提案出来る「地域No.1

ソリューション企業」を目指した取組みを進める一方、将来の海外

展開も視野に入れている。DBJは、静岡ガスの海外事業を支援し、

地域経済の活性化に貢献する観点から、（株）静岡銀行とともに、

リスクマネーを提供し、静岡ガスの本件事業への参画をサポートした。

EPEC社が運営する発電所
Bang Bo Combined Cycle Power Plant

静岡ガス初の海外事業参画を
「特定投資業務」第1号案件として支援

DBJによる成長資金供給事例1

事業会社
Eastern Power & Electric Company Ltd.

GMS Power Public
Company Limited
（タイ）

Total Gas & Power
Thailand S.A.S
（フランス）

中華開発
工業銀行
（台湾）

■図表① プロジェクトスキーム

普通株出資 優先株出資

DBJ静岡ガス

32% 28%28% 12%

SGBB社
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ポ
ー
ル
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
し
た
。そ
の
狙
い
は
、

L
N
G
関
連
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
拠
点
を
置
き
、世
界
の
情
報

が
集
ま
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、

新
た
な
L
N
G
取
引
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
行
動
に
対
し
て
、戸
野
谷
氏
は

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
フ
ラ
ッ
グ
を
上
げ
な
い
と
何
も
新
し
い
広
が
り

が
生
ま
れ
ま
せ
ん
か
ら
」と
、こ
の
先
も「
地
域
N
o.
1

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
」の
実
現
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
い
く
構
え
だ
。

　

D
B
J
も
本
件
を
皮
切
り
に「
特
定
投
資
業
務
」の

推
進
を
図
り
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
企
業
の
競
争
力

強
化
に
資
す
る
成
長
資
金（
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
）の
供
給
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
1
）PP

S

：P
ow
er P

roducer and S
upplier

　
特
定
規
模
電
気
事
業
者
。大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
企
業
や

工
場
な
ど
特
定
規
模
需
要
家
に
電
力
を
供
給
す
る
業
者
の
こ
と
。

（
注
2
）分
散
型
電
源

　
電
力
会
社
の
大
規
模
集
中
発
電
に
対
し
て
、電
力
需
要
地
の

近
く
に
分
散
配
置
さ
れ
る
小
規
模
な
電
源
の
こ
と
。太
陽
光
発

電
、風
力
発
電
、燃
料
電
池
な
ど
が
あ
る
。

（
注
3
）コ
ジ
ェ
ネ

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）は
、天
然
ガ
ス
、石
油
、

L
P
ガ
ス
等
を
燃
料
と
し
て
、エ
ン
ジ
ン
、タ
ー
ビ
ン
等
の
方
式
に

よ
り
発
電
し
、そ
の
際
に
生
じ
る
廃
熱
も
同
時
に
回
収
す
る
シ
ス

テ
ム
。回
収
し
た
廃
熱
は
、蒸
気
や
温
水
と
し
て
工
場
の
熱
源
、

冷
暖
房
・
給
湯
な
ど
に
利
用
す
る
。熱
と
電
気
を
無
駄
な
く
利

用
す
る
こ
と
で
高
い
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
実
現
す
る
。

も
の
に
な
る
」と
し
て
、そ
の
具
体
像
を
示
す
。

　
「
今
、国
の
政
策
で
示
さ
れ
て
い
る
地
域
の
分
散
型
電

源（
注
2
）を
ベ
ー
ス
に
、静
岡
ガ
ス
&
パ
ワ
ー
が
、地
域

の
工
場
の
コ
ジ
ェ
ネ（
注
3
）や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
か
ら
つ
く
ら
れ
た
電
力
を
集
め
る
と
と
も
に
、安
定

し
た
電
力
供
給
を
行
う
た
め
、自
社
の
発
電
所
で
電
力

量
を
調
整
し
、地
域
の
お
客
さ
ま
に
販
売
し
ま
す
。

そ
う
し
た
地
産
地
消
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル（
図
表
②
）で
、

地
域
活
性
化
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

さ
ら
に
、今
年
4
月
に
は
初
の
海
外
拠
点
と
し
て
シ
ン
ガ

あ
り
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。そ
の
上
で
、「
国
も
地
方

創
生
を
掲
げ
る
中
で
、今
は
リ
ス
ク
を
と
っ
て
成
長
を

目
指
す
企
業
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
に
お
金
を
回
し
て

い
く
局
面
と
考
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
だ
け
に

事
業
主
体
で
あ
る
私
た
ち
は
、そ
の
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
気
を
引
き
締
め
る
。

　

地
域
の
ガ
ス
会
社
と
し
て
独
自
の
成
長
戦
略
を
進
め
る

静
岡
ガ
ス
だ
が
、実
は
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
早
く
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。例
え
ば
、1
9
9
6
年
に
は「
当
社
最
大

の
ア
セ
ッ
ト
」（
戸
野
谷
氏
）と
し
て
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油（
株
）

と
共
同
で
L
N
G
基
地
を
完
成
さ
せ
、ガ
ス
原
料
の
輸
入

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。L
N
G
市
場
の
流

動
化
が
進
む
中
、今
後
は
基
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か

し
て
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
再
輸
出
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
昨
年
7
月
に
は
、来
年
4
月
の
電
力
自
由
化
後

の
電
力
事
業
を
担
う
地
域
電
力
会
社
と
し
て
静
岡
ガ
ス

&
パ
ワ
ー（
株
）を
新
た
に
設
立
し
た
。戸
野
谷
氏
は

「
当
社
が
目
指
す
電
力
ビ
ジ
ネ
ス
は
、か
な
り
特
徴
的
な

　

本
フ
ァ
ン
ド
の
特
徴
は
、①
観
光
に
特
化
し
た
初
の

フ
ァ
ン
ド
、②
地
域
金
融
機
関
等
と
も「
子
フ
ァ
ン
ド
」を

組
成
し
な
が
ら
、地
域
の
観
光
産
業
の
活
性
化
に
資
す
る

企
業
に
対
し
て
、自
社
の
さ
ら
な
る
成
長
や
地
域
の

発
展
に
必
要
な
資
金
を
供
給
す
る
、③
既
存
の
再
生

フ
ァ
ン
ド
が
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
で
の
債
権
買
い
取
り
が

中
心
で
あ
り
、事
業
者
に
対
す
る
新
規
与
信
は
想
定
し

な
い
一
方
、本
フ
ァ
ン
ド
は
成
長
支
援
の
一
環
と
し
て
、

事
業
者
に
必
要
な
投
資
に
つ
い
て
新
規
与
信
を
行
う

こ
と
で
企
業
価
値
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
だ
。

観
光
関
連
事
業
者
に

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
供
給

「
フ
ラ
ッ
グ
を
上
げ
な
い
と

何
も
生
ま
れ
な
い
」

静岡ガス株式会社
代表取締役社長
戸野谷 宏氏

　日本経済の競争力強化に向けて地域経済の活性化が

求められている中、DBJ、（株）地域経済活性化支援機構

（REVIC、注）及び（株）リサ・パートナーズ（リサ）は、観光

産業を通じて地域経済の活性化を支援するため、昨年4月に

3者共同で「観光活性化マザーファンド投資事業有限責任

組合（以下、本ファンド）」を設立したが、その後、投融資の

実績も順調に積み上がっていることなどから、今年8月、39

億円増額し、ファンド総額を52億円とした。今回の増額に

際してDBJは、成長資金市場の創造・発展をより一層加速

するための自主的取組みとして今年6月に創設した「成長

協創ファシリティ」の対象案件として出資を実施した。

宿泊・飲食等の施設として再生された古民家（兵庫県篠山市）

■図表② コジェネの電力事業への活用モデル

静岡ガス

地域の
再生可能
エネルギー

国の政策、行政の方針により分散型エネルギーの普及が加速
コジェネ導入モデルは、自家消費型に加え面的利用型も推進
静岡ガス＆パワーが、コジェネの余剰電力を活用し地域へ販売

［ 電源コジェネ導入計画 ］
2017年度　発電容量 約40MW　ガス販売量 約60百万m3

［ 電力コジェネ活用モデル ］

静岡ガス＆
パワー
調整電力

電
力
販
売

余
剰
電
力

ガ
ス

お客さま工場
電力
負荷　

蒸気
負荷

産業用
CGS需要家への省エネ・省コスト提案
熱需要低工場への省エネ提案

業務用
空調の省エネ、非常用CGS
飲食店など小規模需要家

家庭用
家庭用エネルギーの省エネ・省コスト

エネファームとの連携

コジェネ

地域経済を担う観光業の活性化へ向けて
「観光活性化マザーファンド」を増額

DBJによる成長資金供給事例2
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「
本
フ
ァ
ン
ド
の
よ
う
に
観
光
に
特
化
し
た
フ
ァ
ン
ド
は
前

例
が
な
い
。最
大
の
特
徴
は
、観
光
関
連
事
業
者
に
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
」と
強
調
す
る
の
は

R
E
V
I
C
常
務
取
締
役・渡
邊
准
氏
だ
。具
体
的
に
は
、

メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
劣
後
ロ
ー
ン
、優
先
株
式
等
）及
び

エ
ク
イ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
新
た
に
供
給
す
る
と
と
も

に
、地
域
内
や
広
域
で
の
企
業
間
の
連
携
や
再
編
等
に
も

取
り
組
む
。ま
た
、事
業
者
に
対
す
る
直
接
の
投
融
資
の
ほ

か
、「
マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
」と
し
て
各
地
域
金
融
機
関
等
と
と

も
に
設
立
す
る「
子
フ
ァ
ン
ド
」に
対
す
る
L
P
出
資
も
行

う（
図
表
①
）。さ
ら
に
、必
要
に
応
じ
て
R
E
V
I
C
の

観
光
専
門
人
材（
旅
行
業
・宿
泊
業
の
経
験
者
）が
経
営

指
導
や
必
要
人
材
の
紹
介
等
を
実
施
す
る
。

　

今
回
、3
者
が
増
額
に
合
意
し
た
背
景
に
は
、本
フ
ァ
ン
ド

に
対
す
る
地
域
や
観
光
関
連
事
業
者
の
期
待
の
高
さ
に

加
え
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
、

今
後
の
国
内
観
光
産
業
の
成
長
機
会
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。渡
邊
氏
は
語
る
。

　
「
当
初
、1
件
2
〜
3
億
円
規
模
で
3
〜
4
件
へ
の

投
融
資
を
考
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、実
際
に
動
い

て
み
る
と
、地
域
ご
と
の
子
フ
ァ
ン
ド
に
加
え
、個
別
の
観

光
関
連
会
社
の
投
資
ニ
ー
ズ
が
予
想
以
上
に
多
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、国
が
掲
げ
る
2
0
2
0
年

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
2
0
0
0
万
人
の
目
標
に
加
え
、近
年
の

円
安
効
果
で
予
想
以
上
に
訪
日
客
の
増
加
が
期
待
出
来

る
な
ど
、観
光
産
業
に
と
っ
て
の
成
長
機
会
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
と
思
い
ま
す
」。

　

実
際
、本
フ
ァ
ン
ド
は
こ
れ
ま
で
に
地
域
金
融
機
関
等

と
の
連
携
に
よ
り
、観
光
関
連
会
社
3
社
及
び
地
域

限
定
子
フ
ァ
ン
ド
1
件
の
計
4
件
に
つ
い
て
投
融
資
を

行
っ
た
。こ
れ
に
加
え
、観
光
関
連
会
社
へ
の
新
規
投

融
資
や
既
存
投
融
資
先
会
社
の
他
地
域
へ
の
横
展
開
、

な
ら
び
に
新
た
な
子
フ
ァ
ン
ド
設
立
の
ニ
ー
ズ
が
引
き

続
き
高
い
こ
と
か
ら
、今
回
の
増
額
を
行
っ
た
わ
け
だ
。

　

で
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
投
融
資
を
行
っ
て
い
る

の
か
。2
つ
の
事
例
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

●
投
融
資
事
例 

（
株
）N
O
T
E
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
&
デ

ザ
イ
ン
へ
の
投
融
資

　
（
株
）N
O
T
E
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
&
デ
ザ
イ
ン
は
兵
庫

県
篠
山
市
で
実
施
さ
れ
る
古
民
家
再
生
を
担
う
事
業
体

と
し
て
、今
年
2
月
、（
社
）ノ
オ
ト
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

ノ
オ
ト
は
、2
0
0
9
年
に
古
民
家
等
の
維
持
管
理
・

運
営
等
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、古
民
家
再
生
を

担
う
事
業
体
と
し
て
は
全
国
有
数
の
事
業
者
だ
。

　

本
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
対
象
事
業
は
、篠
山
市
内
で
5
件

の
古
民
家
を
再
生
し
、宿
泊
・
飲
食
・
婚
礼
施
設
と
し
て

開
業
す
る
も
の
で
、同
社
自
身
が
物
件
取
得
及
び
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
賃
借
し
、そ
の
賃
料
収
入
で
調
達

資
金
を
返
済
す
る
。

　

本
件
で
は
ノ
オ
ト
及
び
本
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
出
資
、

並
び
に
但
馬
銀
行
と
本
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
実
施
。本
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン
は
期

限
一
括
償
還
と
し
、期
間
劣
後
と
す
る
こ
と
で
実
質
的

な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
提
供
し
た（
図
表
②
）。

　
「
古
民
家
は
担
保
資
産
に
な
り
に
く
く
、か
つ
再
生
実
績

も
少
な
い
の
で
銀
行
か
ら
の
融
資
が
難
し
か
っ
た
の
で

す
が
、観
光
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
期
待
出
来
る
と
判
断
し
て
投
融
資
を
決
め
ま
し
た
。

ノ
オ
ト
に
は
竹
田
城
を
擁
す
る
兵
庫
県
朝
来
市
で
古
民
家

再
生
の
実
績
が
あ
り
、本
フ
ァ
ン
ド
で
も
成
功
事
例
を
つ
く
っ

て
横
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
」（
渡
邊
氏
）。

●
子
フ
ァ
ン
ド
組
成
事
例
　「
し
ず
お
か
観
光
活
性
化

フ
ァ
ン
ド
」

　

本
年
3
月
、静
岡
の
観
光
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

本
フ
ァ
ン
ド
と
静
岡
銀
行
と
の
間
で「
し
ず
お
か
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」を
組
成
し
た
。各
地
域
金
融
機
関
と

の
間
で
設
立
す
る
子
フ
ァ
ン
ド
の
第
1
号
で
あ
り
、他
の

地
域
金
融
機
関
か
ら
も
L
P
出
資
を
受
け
、フ
ァ
ン
ド

規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。今
後
の
投
融
資
で
は
、静
岡

銀
行
等
、地
域
金
融
機
関
と
の
協
調
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
子

フ
ァ
ン
ド
が
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、地
域
金
融
機
関
が

シ
ニ
ア
ロ
ー
ン
）を
想
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
投
資
対
象
は
、静
岡
県
に
お
い
て
観
光
産
業
の

振
興
に
資
す
る
中
堅
・
中
小
企
業
等
の
事
業
者
で
あ

り
、足
元
で
は
伊
豆
地
域
に
お
け
る
取
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
静
岡
空
港
が
出
来
て
以
降
増

加
し
て
い
る
中
国
か
ら
の
観
光
客
に
、ぜ
ひ
東
伊
豆
地

域
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
。首
都
圏
か
ら
の
客
足
の

伸
び
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
」（
渡
邊
氏
）。

　

本
フ
ァ
ン
ド
設
立
後
の
1
年
半
を
振
り
返
っ
て
渡
邊

氏
は
言
う
。「
団
体
客
か
ら
個
人
客
、体
験
型
の
観
光
へ

の
人
気
上
昇
等
、ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
が
変
わ
る
中
で
、中
小
の

観
光
事
業
者
が
新
し
い
投
資
を
考
え
た
時
に
エ
ク
イ
テ
ィ

性
の
資
金
を
出
す
仕
組
み
が
な
く
、成
長
資
金
が
圧
倒
的

に
足
り
な
い
こ
と
が
問
題
。私
た
ち
は
地
域
金
融
機
関
と

の
連
携
を
基
本
に
し
つつ
、R
E
V
I
C
、D
B
J
、リ
サ
が

各
々
の
機
能
を
発
揮
し
、本
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
持
続
可
能

な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
で
成
長
資
金

の
供
給
を
拡
大
さ
せ
た
い
と
思
って
い
ま
す
」。

　

そ
の
う
え
で
、今
後
に
つ
い
て
は「
子
フ
ァ
ン
ド
は
近
い

う
ち
に
あ
と
数
本
組
成
出
来
る
予
定
。個
別
の
投
融
資

も
、あ
と
7
〜
8
件
は
可
能
な
の
で
、観
光
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
4
つ
の
事
業
者
、す
な
わ
ち
観
光

地
の
魅
力
を
つ
く
る・
発
信
す
る・ア
ク
セ
ス
を
提
供
す

る・
宿
泊
先
を
提
供
す
る
事
業
者
を
対
象
に
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
。

　

本
フ
ァ
ン
ド
で
は
引
続
き
、メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等

の
成
長
資
金
を
、観
光
関
連
会
社
へ
の
直
接
の
投
融
資

及
び
子
フ
ァ
ン
ド
を
経
由
し
た
投
融
資
に
よ
り
供
給
す
る

こ
と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
だ
。

（
注
）（
株
）地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

　
有
用
な
経
営
資
源
を
有
し
な
が
ら
過
大
な
債
務
を
負
っ
て
い
る

事
業
者
の
事
業
再
生
支
援
を
目
的
に
、2
0
0
9
年
に
企
業
再
生

支
援
機
構
と
し
て
設
立
後
、2
0
1
3
年
に
地
域
経
済
活
性
化
事

業
活
動
に
対
す
る
支
援
に
係
る
業
務
を
担
う
支
援
機
関
へ
と
改
組

さ
れ
、（
株
）地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
に
商
号
変
更
し
た
。支

援
対
象
者
へ
の
出
資
・
融
資
・
債
権
買
い
取
り・
専
門
家
派
遣
等
の
業

務
に
加
え
、新
た
に
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド・
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
に

対
す
る
無
限
責
任
組
合
員
出
資
等
の
業
務
が
追
加
さ
れ
た
。

地
域
や
観
光
事
業
者
の

期
待
を
受
け
フ
ァ
ン
ド
を
増
額

持
続
可
能
な
事
例
を
つ
く
り

成
長
資
金
の
供
給
拡
大
へ

（株）地域経済活性化支援機構
常務取締役　渡邊 准　氏

RD観光ソリューションズ REVICキャピタル

共同運営体制

RD観光ソリューションズ REVICキャピタル

共同運営体制

静岡キャピタル REVICキャピタル

共同運営体制

地域金融機関等
（地銀・信金等）

企業

企業 企業

企業 企業 企業

LP出資

LP出資 LP出資 LP出資

LP出資

LP出資

LP出資 LP出資

LP出資

GP出資

GP出資

GP出資

GP出資 ファンドの
運営・管理

子ファンドの
運営・管理も
想定

出資 出資

出資

出資出資

出資

出資

出資

出資

出資

投融資等

投融資等

MFからの
直接投融資
も可能

DBJ RISA

DBJ

静岡銀行

地域金融機関

地域金融機関

地域金融機関

観光活性化マザーファンド（親ファンド）

しずおか観光活性化ファンド（子ファンド）

RISA REVIC

子ファンド

その他LP投資家

観光活性化マザーファンド投資事業有限責任組合（MF）

（社）ノオト

オペレーター

（株）NOTEリノベーション＆デザイン（新設会社）

宿泊施設（フロント）
レストラン・ショップ

①H家

宿泊施設
ショップ

②NA家

宿泊施設
ショップ

③NR家

宿泊施設

④NG家

スタッフ寮

⑤H家

用
途

観光活性化マザーファンド

融資

買取物件賃借
サブリース契約

物件買取
リース契約

買取費用
賃借料

①固定賃料
②売上支払

宿泊施設運営
レストラン運営 宿泊等売上

静岡県内の観光産業事業者等

■図表① 観光活性化マザーファンド／スキーム図

■図表② （株）NOTEリノベーション&デザインへの投融資／スキーム図

■図表③ しずおか観光活性化ファンド／スキーム図

REVIC
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「社会的価値・資本創出型
M&Aアワード」を創設
─ 社会的に優れたM&Aディール（ソーシャルM&A）を表彰

「社会的価値・資本創出型M&Aアワード」を創設
── 社会的に優れたM&Aディール（ソーシャルM&A）を表彰

　日本政策投資銀行（DBJ）は、M&Aにおいて社会的価値・資本を創出した優れた
ディールを表彰するアワードを創設し、2015年5月、その第1回「大賞」を綜合警備
保障株式会社（本社・東京都港区、以下ALSOK）に授与した。本アワードは、
「環境格付」融資などにより培った手法を活用して、DBJが独自に開発した評価
システムにより、社会的価値・資本の創出に優れたM&Aディール（ソーシャル
M&A）を選定し表彰するもの。警備業務を行うALSOKが、介護事業を行う企業を
買収することにより、従来から提供してきた高齢者向け警備を生活全般のセキュリティ
サービスに発展させ、地域包括ケアを推進することで、地域の安心・安全を飛躍的
に高めようとする点が、高く評価されたものである。以下では、ALSOK代表取締役
社長・青山幸恭氏に、アワード対象案件となった介護事業への取組みや今後の事業
展開の方向性などについて聞いた。

Scenes of Solution 

山
本　

M
&
A
と
い
う
と
、と
か
く
企
業

価
値
を
高
め
て
経
済
的
な
価
値
を
得

る
と
い
う
部
分
が
前
面
に
出
る
の
で
す

が
、D
B
J
と
し
て
は
、異
な
る
企
業

同
士
が一緒
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
社
会
的

な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
中
で
、世
の

た
め
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
M
&
A
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
M
&
A
デ
ィ
ー
ル
を
評
価
す

る
こ
と
で
、新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
出
来
て

日
本
企
業
の
成
長
戦
略
の
お
手
伝
い
も

出
来
れ
ば
、と
い
う
こ
と
で
本
ア
ワ
ー
ド

を
つ
く
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、候
補
と
な
る
デ
ィ
ー

ル
の
選
定
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、昨
年

10
月
に
貴
社
が
H
C
M
を
買
収（
注
）

さ
れ
る
際
に
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
で

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
案
件
が
、

当
行
の
評
価
シ
ス
テ
ム
の
中
で
極
め
て

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

加
え
て
、今
回
の
ア
ワ
ー
ド
選
定
に

当
っ
て
立
ち
上
げ
た
外
部
の
有
識
者
・

専
門
家
を
含
め
た
評
価
委
員
会
か
ら

も
、高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。具
体
的

に
は
、介
護
と
い
う
世
の
中
の
大
き
な

課
題
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

加
え
て
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

す
と
い
う
こ
と
で
社
会
へ
の
波
及
効
果

が
大
き
い
点
が
評
価
さ
れ
、第
1
回

ア
ワ
ー
ド
の
大
賞
を
授
与
さ
せ
て
頂
い
た

次
第
で
す
。

青
山　

ま
ず
は
大
賞
を
頂
き
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
に

つ
い
て
は
、い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。

　

D
B
J
が
長
期
融
資
だ
け
で
は
な

く
、投
資
や
M
&
A
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

な
ど
、か
つ
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
比
べ
て

様
々
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
知
り
、今
回
の
M
&
A
の
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
を
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、社
会

的
価
値
・
資
本
の
創
出
に
優
れ
た

M
&
A
デ
ィ
ー
ル
を
表
彰
す
る
ア
ワ
ー
ド

の
創
設
に
つ
い
て
も
、D
B
J
ら
し
い

新
た
な
取
組
み
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

弊
社
の
介
護
事
業
も
、一
見
す
る
と
警
備

業
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
よ
う
に
も
見

え
る
の
で
す
が
、実
は
こ
れ
ら
の
事
業

は
親
和
性
が
高
い
の
で
す
ね
。

青
山　

警
備
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
守
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。何
を
守
る
か
と
い

う
と
、警
備
の
仕
事
は
、警
備
業
法
と

い
う
法
律
で
大
き
く
次
の
４
つ
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
、１
号
警
備
が

ビ
ル
や
一
般
住
宅
、遊
園
地
や
駐
車
場

な
ど
の
施
設
を
警
備
す
る
施
設
警
備
。

2
号
警
備
が
工
事
現
場
で
の
誘
導
警

備
、祭
礼
や
催
し
も
の
な
ど
大
勢
の
人
出

が
あ
る
場
所
で
の
誘
導
警
備
を
行
う

交
通
誘
導
警
備
ま
た
は
雑
踏
警
備
。

3
号
警
備
が
現
金
や
貴
重
品
等
の
運
搬

を
警
備
す
る
輸
送
警
備
。4
号
警
備

が
身
辺
警
備
、い
わ
ゆ
る
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド

で
す
。

　
い
ず
れ
も
お
客
様
の
身
体
や
財
産
な
ど

に
つ
い
て
事
故
を
防
ぐ
た
め
、警
戒
し
て

守
る
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
が
、実
は
訪
問

介
護
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
わ
け
で
、

そ
う
い
う
点
で
は
警
備
の
仕
事
と
ま
っ
た

く
違
和
感
が
な
い
の
で
す
。そ
う
で
あ
れ

ば
弊
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
で
取
り

組
め
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
、2
0
1
2
年
10
月
に
訪
問
介
護

事
業
の
た
め
の
新
会
社
A
L
S
O
K
ケ
ア

（
株
）を
設
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、介
護
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
吸

収
に
努
め
る
中
、あ
る
フ
ァ
ン
ド
が
保
有

す
る
在
宅
介
護
事
業
会
社
の
話
を
聞

く
機
会
が
あ
っ
て
、こ
れ
は
面
白
そ
う

だ
と
い
う
こ
と
で
行
っ
た
の
が（
株
）

H
C
M
の
買
収
で
あ
り
、こ
の
H
C
M

に
対
す
る
M
&
A
デ
ィ
ー
ル
が
今
回
の

受
賞
対
象
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

警
備
と
介
護
に
共
通
す
る

お
客
様
を「
守
る
」仕
事

第
1
回
大
賞
を

A
L
S
O
K
に
授
与

綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

青
山　

幸
恭
氏
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H
C
M
は
都
心
部
を
中
心
と
し
た
事
業

基
盤
と
優
れ
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
H
O
M
E 

A
L
S
O
K
」（
注
）に
お
け
る
中
核
的

存
在
と
し
て
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

す
る
原
動
力
と
な
る
だ
け
で
な
く
、高
齢

者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

重
要
な
存
在
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

山
本　

警
備
業
は
警
察
を
補
完
す
る

「
治
安
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
、

そ
の
点
で
は
介
護
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
違

う
の
で
す
が
、た
だ「
お
客
様
を
守
る
」

と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。だ
か
ら
、

親
和
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

青
山　

そ
う
で
す
ね
。ち
な
み
に
、私
ど

も
の
創
業
以
来
の
精
神
は
、「
あ
り
が
と

う
の
心
」と
、警
備
会
社
と
し
て
お
客
様

を
守
る
と
い
う「
武
士
の
精
神
」で
す
。

「
あ
り
が
と
う
の
心
」は「
社
会
の
中
で

生
か
し
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、お
客
様
あ
っ
て
の
会
社
で
あ
る
こ
と
、

社
員
あ
っ
て
の
会
社
で
あ
る
こ
と
を
あ
り

が
た
く
思
う
」気
持
ち
を
意
味
し
ま

す
。お
客
様
か
ら
お
金
を
頂
戴
し
て
身

体・生
命・財
産
を
守
る
と
い
う
意
味
で
、

警
備
と
介
護
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
す
。

山
本　

今
後
、高
齢
社
会
が
一
段
と

進
み
、介
護
の
ニ
ー
ズ
も
さ
ら
に
増
し
て

い
く
中
で
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
高
齢
者

の
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
は
多
様

な
展
開
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

青
山　

H
C
M
買
収
か
ら
ま
だ
1
年

も
経
っ
て
お
ら
ず
、今
、月
2
回
の
勉
強

会
を
や
り
な
が
ら
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス・

商
品
の
開
発
を
進
め
て
い
る
所
な
の
で
、

具
体
的
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
す
が
、大
き
な
方
向
感
と
し
て
い
え
る

こ
と
は
い
く
つ
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

1
つ
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
が
全
国
で
50
万
人
を
超
え
る
中

で
、今
後
は
施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ

と
い
う
流
れ
が
出
て
来
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
2
5
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳

を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
う
し
た

大
き
な
流
れ
の
中
で
、元
気
な
高
齢
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
更
に
弊
社
に
出
来
る
こ

と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、深
刻
化
す
る
老
老
介
護
問

題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、マ
ン
パ
ワ
ー
、

つ
ま
り
労
働
力
の
確
保
が
急
務
で
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
の
影
響
は
、介
護
分
野
だ
け
で

な
く
警
備
業
の
世
界
で
も
例
外
で
は

な
く
、現
に
採
用
難
の
状
況
で
あ
り
、

そ
の
辺
り
を
含
め
て
ト
ー
タ
ル
で
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

も
う
1
つ
は
機
器
の
開
発
で
す
。弊
社

グ
ル
ー
プ
で
は
A
L
S
O
K
あ
ん
し
ん

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト（
株
）と
い
う
会
社
が
福

祉
機
器
の
リ
ー
ス
や
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。B 

t
o 

B
の
い
ろ
い
ろ
な
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、一
緒
に
な
っ
て

開
発
出
来
る
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

更
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
問
題
、つ
ま
り

介
護
費
用
を
誰
が
負
担
す
る
の
か
で
す
。

介
護
保
険
給
付
費
が
今
、11
兆
円
。国

民
医
療
費
は
40
兆
円
へ
と
膨
ら
み
ま
し

た
。こ
れ
ら
は
基
本
的
に
公
的
保
険
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、警
備
と

い
う
の
は
保
険
で
は
な
く
て
基
本
は
民

間
の
資
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

先
、公
的
保
険
の
財
政
が
一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
来
る
と
、警
備
の
よ
う
に
民

間
セ
ク
タ
ー
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
受
け
皿

的
な
機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。そ
う
し
た
仕
組
み
を
つ
く
る

の
も
今
後
の
1
つ
の
方
向
か
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。

山
本　

介
護
事
業
は
公
の
仕
事
を
補
う

と
い
う
面
が
強
い
。一
方
で
、警
備
業
務

の
対
象
も
自
然
災
害
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
多
様
化
し
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
中
で
、株
式
会
社
と
し
て
公
の
仕

事
を
補
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
バ
ラ
ン
ス

が
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
山　

パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ク
タ
ー
の
補
完
役

と
し
て
の
会
社
の
役
割
と
、ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
役
割
と
い
う
構
図
の
中
で
、民
間

企
業
が
、ど
う
い
う
形
で
ど
の
く
ら
い
の

価
格
で
提
供
し
て
い
く
の
か
。た
だ
、赤
字

で
は
株
式
会
社
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

事
業
に
は
な
ら
な
い
の
で
、あ
る
程
度
は

利
益
を
出
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、株
主
へ
の
利
益
を
最
優
先

す
る
と
い
う
要
請
に
ど
う
応
え
る
か
は

難
し
い
問
題
で
す
。価
格
を
安
く
し
、質

を
落
と
し
て
量
を
確
保
す
る
と
い
う
の

も
、企
業
の
社
会
的
責
任
以
前
の
問
題
で

あ
り
、そ
の
辺
り
を
総
合
的
に
考
え
な
が

ら
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
設
定
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
上

で
、各
社
が
競
争
し
な
が
ら
ど
ん
な
サ
ー

ビ
ス
や
機
器
を
つ
く
っ
て
提
供
し
て
い
く

か
、そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

山
本　

近
年
、E
S
G（
E

=

環
境
、

S

=

社
会
、G

=

ガ
バ
ナ
ン
ス
）に
対
す
る

企
業
の
取
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

D
B
J
で
も
投
融
資
の
側
面
に
お
い

て
、こ
の
E
S
G
に
一
層
の
配
慮
・
対
応

が
必
要
と
す
る
立
場
か
ら
、環
境
格
付

や
B
C
M
格
付
等
の
制
度
も
活
用
し
て

お
客
様
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。貴
社
の
場
合
も
、E
S
G
へ
の

取
組
み
は
経
営
に
不
可
欠
だ
と
思
う

の
で
す
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

青
山　

E
S
G
へ
の
配
慮
・
対
応
と
い

う
こ
と
で
、近
年
取
り
組
ん
で
き
た
の

は
、今
ま
で
お
話
し
た
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
着
目
し
た
介
護
事
業
な
の
で
す
が
、

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
よ
う
な
全
国
共
通
の
ス
タ
イ
ル
と

い
う
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ

し
た
特
徴
を
出
さ
な
い
と
ダ
メ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
に
隣
接
し
た

サ
ー
ビ
ス
等
を
含
め
た
形
で
の
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
。各
地
域
で
い
く
つ
も
あ
る
と

思
う
の
で
、今
、注
目
さ
れ
て
い
る
地
方

創
生
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
含
め
て
、

ど
う
い
う
展
開
が
可
能
な
の
か
、こ
れ

高
齢
社
会
が
進
む
中

介
護
事
業
は
多
様
な
展
開
へ

株
式
会
社
と
し
て

公
の
仕
事
を
補
う

企
業
経
営
に
不
可
欠
な

E
S
G
へ
の
配
慮
・
対
応

か
ら
具
体
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
の
場
面
は
、昭
和
30
年
代

に
整
備
さ
れ
た
日
本
の
官
民
の
イ
ン
フ
ラ

が
次
々
と
改
修
の
時
期
を
迎
え
て
お

り
、そ
の
中
で
我
々
に
何
が
出
来
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。例
え
ば
、ビ
ル
の

世
界
で
は
日
本
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

（
株
）に
弊
社
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て
も

ら
っ
て
1
年
半
ぐ
ら
い
経
ち
ま
す
が
、

ど
う
い
う
や
り
方
で
日
本
の
ビ
ル
を

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
形
で
維
持
管
理
で
き

る
か
、そ
う
し
た
観
点
で
イ
ン
フ
ラ

再
生
の
流
れ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
の
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
し
て

も
、介
護
や
警
備
サ
ー
ビ
ス
が
ど
こ
ま

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行

執
行
役
員　

企
業
戦
略
部
長

山
本 

貴
之

で
通
用
す
る
の
か
。
特
に
、日
本
の

文
化
・
伝
統
と
日
本
独
自
の
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
形
の
新
し
い
モ
デ
ル
が

介
護
や
警
備
に
も
あ
り
得
る
と
思
う

の
で
、日
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て

ど
う
す
れ
ば
海
外
で
通
用
す
る
の
か

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本　

貴
社
の「
あ
り
が
と
う
の
心
」

は
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
に
通
じ
る
と
と
も

に
、世
界
に
も
通
じ
る
精
神
だ
と
思
い

ま
す
。ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。ま
た
、我
々
も
一
生
懸
命
、勉
強

さ
せ
て
頂
き
、今
後
も
い
い
ご
提
案
が

出
来
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
注
）「
H
O
M
E 

A
L
S
O
K
」ブ
ラ
ン
ド
と

H
C
M
の
買
収

　

A
L
S
O
K
グ
ル
ー
プ
は
、防
犯
の
み
な
ら
ず
、お

客
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
的
と
し
て
、2
0
1
2
年
10
月
に「
H
O
M
E 

A
L
S
O
K
」
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
。

「
H
O
M
E 

A
L
S
O
K
」ブ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
最
重
要
な
領
域
と
位
置
付

け
て
介
護
事
業
に
参
入
。2
0
1
4
年
10
月
、3
大

都
市
圏
で
幅
広
く
訪
問
介
護
や
施
設
介
護
を
提
供

す
る（
株
）H
C
M
の
株
式
を
1
0
0
％
取
得
し
当

該
事
業
・ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に
つ
な
げ
た
。

アミカの郷　川口
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ノーベル物理学賞受賞の梶田隆章氏
が所長を務める同研究所の重力波実験室
で「KOACH」が採用。その後、岐阜県神岡
の重力波望遠鏡「KAGRA（かぐら）」に
導入される。同施設は2017年より本格
稼働（観測）が予定されている。

│
創
業
家
以
外
で
初
の
社
長
就
任
の
経
緯

か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
会
長
が
社
長
に
就
任
し
た
と
き
、会
社
の

中
か
ら
経
営
者
に
適
し
た
人
材
を
探
し
て
育
て

て
い
こ
う
と
決
め
て
い
た
そ
う
で
す
。具
体
的

な
準
備
は
9
年
前
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。当

時
の
幹
部
社
員
の
中
か
ら
私
を
含
め
て
5
人
が

選
ば
れ
、「
勉
強
会
」と
称
す
る
場
で
現
会
長
と

前
社
長
か
ら
経
営
者
と
し
て
の
視
点
に
つ
い
て
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

│
具
体
的
に
は
、ど
ん
な
視
点
で
す
か
。

　

リ
ス
ク
を
嗅
ぎ
取
る
視
点
で
す
。社
員
の
視
点

で
は
、１
つ
の
課
題
を
前
に
し
て
、そ
れ
に
ど
う

対
処
す
る
か
を
考
え
ま
す
が
、経
営
者
は
そ
れ

が
会
社
の
将
来
に
与
え
る
影
響
を
見
極
め
た

上
で
、具
体
的
に
行
動
を
取
る
の
か
否
か
、必
ず

結
論
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。一
見

些
細
な
こ
と
で
も
、放
っ
て
お
く
と
将
来
大
き

な
リ
ス
ク
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。だ
か
ら
、

些
細
な
こ
と
で
も
早
く
手
を
打
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
、最
後
の

3
年
間
は
実
践
の
中
で
一
緒
に
経
営
判
断
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、経
営
者
は
夢
を
持
つ
こ
と
も
大
事

で
す
。常
に
大
き
な
夢
を
描
き
な
が
ら
、そ
れ

が
出
来
る
段
階
に
来
た
ら
、速
や
か
に
実
行
出
来

る
手
順
を
常
に
頭
の
中
に
描
い
て
お
く
の
で
す
。

夢
と
い
う
の
は
、な
か
な
か
実
現
出
来
る
も
の

で
は
な
い
。だ
か
ら
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
来
た

と
き
に
は
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

│
経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
、今
、一
番
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
は
。

　

月
並
み
で
す
が「
経
営
は
人
」と
い
う
こ
と

で
す
。会
社
を
取
り
巻
く
人
に
は
、お
客
さ
ま
、

株
主
、社
員
、協
力
会
社
の
人
が
い
ま
す
。そ
の
4

者
が
W
I
N-

W
I
N
の
関
係
に
な
っ
て
初

め
て
会
社
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め

の
当
社
の
役
割
と
は
、こ
れ
ま
で
無
か
っ
た

新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
、当
社

に
し
か
出
来
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と
。

こ
の
理
念
を
外
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

│
そ
う
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
支
え
る
仕

組
み
や
風
土
と
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　

当
社
が
経
営
理
念
で
掲
げ
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
追
求
は
、技
術
や
製
品
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、営
業
や
管
理
の
仕
事

で
も
当
社
に
と
っ
て
最
適
な
仕
組
み
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
風
土
が
あ
り
、営
業
担
当
の
評
価
も

売
上
で
は
な
く
行
動
で
見
ま
す
。ま
た
、人
事

制
度
も
独
自
色
が
強
く
、社
員
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
個
性
を
伸
ば
し
て
、そ
れ
を
適
正
に

評
価
出
来
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
面
で
は
毎
月
1
回
、技
術
者
、経
営
陣

全
員
が
飯
能
研
究
所（
埼
玉
県
）に
集
ま
り
、

研
究
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。毎
回
5
時
間

位
か
け
て
、技
術
者
が
お
互
い
の
研
究
成
果
を

発
表
し
刺
激
し
合
う
の
で
す
が
、も
う
30
年
も

続
け
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、営
業
企
画
部
門
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
全
員
参
加
し
て
い
る
の
で
、当

社
で
今
、ど
ん
な
技
術
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
が

分
か
る
と
と
も
に
、新
し
い
技
術
を
い
か
に
商
売

に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

│「
世
の
中
に
な
い
も
の
」の
近
年
の
代
表
例
が

ス
ー
パー
ク
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
生
成
装
置「
K
O
A
C
H
」

で
す
ね
。ど
う
い
う
製
品
で
す
か
。

　
一
言
で
い
う
と
、囲
い
の
無
い
空
間
で
世
界
最

9
年
前
、5
人
の
幹
部
社
員
を

将
来
の
社
長
候
補
と
し
て
選
出

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
追
求
を

企
業
理
念
と
し
て

世
界
最
高
水
準
の

ク
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
を
生
成
す
る

　1943年創業の興研株式会社（本社・東京都千代田区）は、危険

で有害な作業現場に欠かせない防じん・防毒マスクなどの労働安全

衛生保護具及び環境関連機器・設備の製造・販売を行っている。

同社のマスクは、1995年地下鉄サリン事件捜査活動や昨年9月の

御岳山噴火後の捜索活動でも使用された。「研究を興す＝興研」と

いう社名の通り、「世の中にない」を研究開発の出発点とし、世界に

ない、他社には出来ない「オンリーワン」「ナンバーワン」の技術・

製品を持つ“強い企業＝技術立社”になることが同社の目標だ。

2008年には、同社のオリジナル技術を活かし、まったく新しい発想

のスーパークリーンゾーン生成装置「KOACH（コーチ）」を開発し、

注目を集めた。同社の代表取締役社長・村川勉氏は、昨年3月、

48歳で初の創業家以外からの経営トップに就任した。

東京大学宇宙線研究所

1966年山形県生まれ。1989年興研株式会社入社。1999年品質
保証室長。2014年3月代表取締役社長に就任。

興研株式会社

代表取締役社長　村川 勉氏

「
世
の
中
に
な
い
」が

研
究
開
発
の
出
発
点

〝
技
術
立
社
〞と
し
て
日
本
の

競
争
力
強
化
に
貢
献
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クリーンベンチ型の「テーブル
コーチ T 500-F」がテーブル上
にクリーンゾーンを生成する
様子。「KOACH」には大空間
をクリーン化するルーム型もある。

神奈川県箱根町生まれ。
旅をテーマにエッセイ、ノン
フィクションなどを幅広く執
筆。主な著書に『箱根富士
屋ホテル物語』『世界でい
ちばん石器時代に近い国 
パプアニューギニア』『ア
マン伝説』『百年の品格ク
ラシックホテルの歩き方』
などがある。

山口 由美
旅する作家

名
優
マ
�
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
が
愛
し
た
島

第 2 0 回

　

1
9
6
2
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画『
戦
艦
バ
ウ
ン
テ
ィ
』の

撮
影
で
初
め
て
タ
ヒ
チ
を
訪
れ
た
俳
優
マ
ー
ロ
ン・ブ
ラ
ン
ド

は
、美
し
い
南
の
島
で
二
つ
の
恋
に
落
ち
た
。ひ
と
つ
は
、

映
画
で
相
手
役
だ
っ
た
タ
ヒ
チ
ア
ン
女
性
と
の
恋
。そ
し
て
、

も
う
ひ
と
つ
は
、映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た

島
、テ
テ
ィ
ア
ロ
ア
環
礁
だ
っ
た
。後
に
そ
の
女
性
、タ
リ
タ・

テ
リ
ピ
ア
と
結
婚
し
た
彼
は
、一
目
惚
れ
し
た
島
も
ま
た

手
に
入
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

以
来
、テ
テ
ィ
ア
ロ
ア
は
マ
ー
ロ
ン・ブ
ラ
ン
ド
の
島
と
し
て

知
ら
れ
て
き
た
。古
く
は
タ
ヒ
チ
の
王
族
の
保
養
地
で
あ
り
、

ま
た
野
鳥
の
聖
地
で
も
あ
る
環
礁
の
島
は
、タ
ヒ
チ
で
も

有
数
の
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

以
前
、簡
素
な

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
い
く

つ
か
あ
る
宿
が
あ
っ

た
が
、ハ
リ
ケ
ー
ン

で
壊
れ
て
か
ら
再

開
さ
れ
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
。
晩

年
、ブ
ラ
ン
ド
は
、

そ
の
テ
テ
ィ
ア
ロ
ア

に
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
極
上
の
リ

ゾ
ー
ト
を
造
る
と
い
う
夢
を
抱
い
た
。

　

1
9
9
9
年
、タ
ヒ
チ
で
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

や
ク
ル
ー
ズ
な
ど
を
運
営
す
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・ビ
ー
チ
コ
ン

バ
ー
社
の
社
長
に
そ
の
夢
を
託
す
べ
く
面
会
を
申
し
込

ん
だ
。そ
れ
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
歩
だ
っ
た
。

　

理
想
の
リ
ゾ
ー
ト
の
青
写
真
は
、話
し
合
い
だ
け
で
5
年

の
月
日
が
瞬
く
間
に
流
れ
た
。実
現
を
見
る
こ
と
な
く
、

2
0
0
4
年
7
月
1
日
、マ
ー
ロ
ン・
ブ
ラ
ン
ド
は
亡
く

な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
10
年
の
年
月
を
か
け
て
、

2
0
1
4
年
7
月
1
日
に
開
業
し
た
の
が
、彼
の
名
前

を
冠
し
た
ザ・ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

　

パ
ペ
ー
テ
か
ら
専
用
の
航
空
会
社
、エ
ア・テ
テ
ィ
ア
ロ
ア

で
約
20
分
。緑
の
中
に
35
棟
の
贅
沢
な
ヴ
ィ
ラ
が
点
在
す
る

リ
ゾ
ー
ト
に
到
着
す
る
。タ
ヒ
チ
で
定
番
の
水
上
コ
テ
ー

ジ
で
は
な
い
理
由
は
、自
然
環
境
へ
の
配
慮
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、ゲ
ス
ト
に
自
分
だ
け
の
島
で
あ
る
よ
う
な
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
だ
と
か
。ゆ
っ

た
り
と
配
置
さ
れ
た
ヴ
ィ
ラ
の
前
は
、ま
さ
に
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
。そ
れ
は
、マ
ー
ロ
ン・ブ
ラ
ン
ド
が
初
め
て

テ
テ
ィ
ア
ロ
ア
に
上
陸
し
た
時
の
感
動
の
再
現
な
の
だ
と

い
う
。

　

モ
ダ
ン
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
、そ
し
て
現
代
人
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
し
て
く
れ
る
快
適
性
。し
か
し
、そ
の
背
景
に
は
、

最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底

し
た
活
用
が
あ
る
。ま
ず
は
、深
海
か
ら
く
み
上
げ
た

冷
た
い
水
を
循
環
さ
せ
る
と
い
う
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
の

エ
ア
コ
ン
。こ
れ
は
、も
と
も
と
マ
ー
ロ
ン・ブ
ラ
ン
ド
自
身

の
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
と
い
う
。
電
力
は
、半
分
が
太
陽

光
、残
り
半
分
が
南
の
島
な
ら
で
は
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、

椰
子
の
木
を
使
っ
た
発
電
機
で
調
達
し
て
い
る
。

　

島
に
は「
テ
テ
ィ
ア
ロ
ア・ソ
サ
エ
テ
ィ
」と
い
う
N
G
O

が
あ
り
、自
然
環
境
の
調
査
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

リ
ゾ
ー
ト
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、ラ
グ
ー
ン
ク
ル
ー
ズ
の
ガ
イ
ド

も
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
だ
。彼
ら
の
豊
富
な
知
識
と

自
然
へ
の
愛
情
は
、ゲ
ス
ト
の
心
に
も
響
く
。現
在
、環
礁

は
リ
ゾ
ー
ト
以
外
、自
然
保
護
区
に
な
っ
て
い
る
。煌
め
く

海
の
青
の
先
に
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
原
風
景
が
あ
っ
た
。

テティアロアはカツオドリの繁殖地だ

空から見たリゾートの全景

1べッドルームタイプのヴィラ

高
水
準
の
ク
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
を
生
成
す
る
装
置

で
す
。従
来
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
、部
屋
を
囲
ん

で
外
部
か
ら
の
粉
じ
ん
等
を
遮
断
し
た
上
で
、

高
性
能
フ
ィ
ル
タ
ー
を
内
蔵
し
た
天
井
の
フ
ァ
ン

で
徐
々
に
室
内
の
空
気
を
循
環
ろ
過
し
て
い
く
。

だ
か
ら
、ク
リ
ー
ン
に
な
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
、部
屋
の
隅
な
ど
ク
リ
ー
ン
に
な
り
に
く
い
部

分
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一方
、「
K
O
A
C
H
」で
は
、両
側
の
装
置
か
ら

高
性
能
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
で
清
浄
化
さ
れ
た
微
風

を
、方
向
と
風
速
を
一定
に
し
て
流
し
ま
す
。両
側

か
ら
吹
き
出
し
た
気
流
は
中
央
部
で
衝
突
し
放

射
状
に
風
向
を
変
え
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
ゾ
ー
ン

内
に
あ
っ
た
粉
じ
ん
を
ゾ
ー
ン
外
に
押
し
出
す
と

と
も
に
、ゾ
ー
ン
内
の
圧
力
が
外
部
よ
り
も
若

干
高
ま
り
ゾ
ー
ン
内
へ
の
粉
じ
ん
の
侵
入
を
防
ぎ

ま
す（
上
図
参
照
）。そ
れ
に
よ
っ
て
ス
ー
パ
ー
ク
リ

ー
ン
空
間
が
生
成
出
来
る
の
で
す
。そ
の
ク
リ
ー

ン
度
は
従
来
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
レ
ベ
ル
に
比

べ
て
は
る
か
に
高
く
、世
界
最
上
級
の
清
浄
度

I
S
O
ク
ラ
ス
1
。一
般
的
に
I
S
O
ク
ラ
ス
5
の

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
相
当
の
ク
リ
ー
ン
度
で
、1
㎥

の
中
に
0.
1
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
粒
子
が
10

万
個
以
下
で
す
が
、ク
ラ
ス
1
で
は
10
個
以
下
。つ

ま
り
、桁
外
れ
に
キ
レ
イ
な
空
間
が
極
め
て
短
時

間
で
出
来
る
わ
け
で
す
。

　
コ
ス
ト
や
工
期
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

従
来
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
基
本
的
に
建
屋
な
の

で
相
応
の
大
き
さ
と
な
り
、気
密
性
を
高
め
る

た
め
、少
な
く
と
も
億
単
位
の
建
設
費
が
か
か
り

ま
す
が
、「
K
O
A
C
H
」は
機
器
な
の
で
部
屋
の

空
い
て
い
る
所
に
置
く
だ
け
。費
用
も
単
純
に

比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
は一桁

違
い
ま
す
し
、設
置
も
最
短
2
日
位
で
可
能
で

す
。ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
い
う
と
大
企
業
の
も
の
と

考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、小
型
の「
K
O
A
C
H
」

は
2
0
0
〜
3
0
0
万
円
台
に
な
っ
て
い
る
の

で
中
小
企
業
で
も
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。発

売
2
年
目
に
産
業
技
術
総
合
研
究
所
か
ら
初
受

注
後
、4
年
目
に
は
採
用
先
が
1
0
0
カ
所
を

超
え
ま
し
た
。J
A
X
A（
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
）や
京
都
大
学
i
P
S
細
胞
研
究
所
な

ど
の
国
家
レ
ベ
ル
の
研
究
機
関
に
加
え
、民
間
企

業
の
製
造
部
門
の
組
立
、検
査
な
ど
ラ
イ
ン
作

業
用
と
し
て
の
採
用
も
進
ん
で
い
ま
す
。

│「
K
O
A
C
H
」が
広
く
普
及
す
る
こ
と

で
、
結
果
と
し
て
日
本
企
業
の
技
術
開
発
、

国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

も
い
え
ま
す
ね
。

　

今
は
、も
の
づ
く
り
が
微
細
化
し
て
い
て
ミ
ク
ロ

か
ら
ナ
ノ
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、従

来
、問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
わ
ず
か
な
異

物
が
品
質
に
影
響
を
与
え
た
り
、市
場
に
出
て
か

ら
不
具
合
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
て
い
る
。そ
う
し
た
企
業
の
リ
ス
ク
回
避
と
い
う

意
味
で
も
、ご
く
わ
ず
か
な
異
物
を
製
造
工
程
で

排
除
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。で
す
か
ら
、

大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で「
K
O
A
C
H
」が

採
用
さ
れ
る
こ
と
で
、日
本
の
も
の
づ
く
り
が

強
く
な
る
こ
と
が一番
の
願
い
で
す
ね
。

│
今
後
の
経
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

当
社
の
事
業
領
域
は「
ク
リ
ー
ン
、ヘ
ル
ス
、セ
ー

フ
テ
ィ
」の
3
つ
。セ
ー
フ
テ
ィ
分
野
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
今
は
ク
リ
ー
ン
分
野
を
手
掛
け
て
い
る
所
で

す
が
、将
来
的
に
は
ヘ
ル
ス
分
野
を
育
て
る
べ
く
、

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
つ
つ
あ
り

ま
す
。そ
の
１
つ
が
今
年
1
月
に
リ
リ
ー
ス
し
た

抗
菌
剤「
イ
マ
デ
ィ
ー
ズ
T
M

」で
す
。抗
菌
剤
は

世
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
銀
を
含
ん
だ
も
の
が
主

流
で
す
が
、「
イ
マ
デ
ィ
ー
ズ
T
M

」は
銅
を
含
ん
だ

抗
菌
剤
で
す
。昨
今
ア
メ
リ
カ
の
学
会
な
ど
で
は
、

抗
菌
剤
の
生
体
毒
性
を
指
摘
す
る
発
表
な
ど

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。銅
は
人
体
に
不
可
欠
な
元

素
で
あ
り
ま
す
し
、以
前
は
猛
毒
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
緑
青
も
無
害
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。我
々
が
目
指
す
の
は
世
界
で一番
人
体
に
や

さ
し
い
抗
菌
剤
。今
、「
イ
マ
デ
ィ
ー
ズ
T
M

」が
何
に

使
え
る
か
を
模
索
し
つ
つ
、事
業
化
の
可
能
性
を

検
討
し
て
い
る
所
で
す
。

　

そ
ん
な
形
で
、セ
ー
フ
テ
ィ
分
野
で一定
の
ベ
ー
ス

を
確
保
し
つ
つ
、ク
リ
ー
ン
と
ヘ
ル
ス
の
分
野
を

着
実
に
育
て
、3
つ
の
柱
を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。性
急
に
規
模
の
拡
大
を
狙
う
の
で

は
な
く「
大
よ
り
強
」を
、そ
し
て「
ク
イ
ッ
ク
よ
り

ア
ー
リ
ー
」の
姿
勢
で
、事
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、

早
め
に
気
づ
い
て
準
備
し
て
、世
の
中
に
な
い
も
の
、

社
会
の
役
に
立
つ
も
の
を
提
案
し
て
い
く
。そ
の

こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
、当
社
の
将
来
を
描
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

テーブルコーチ


